
福岡市食育推進計画
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福岡市保健福祉局



食育基本法第１８条第１項に基づく市町村食育推進計画として位置づけます

計画期間
平成18年度～22年度

計画期間
平成28年度～32年度

計画期間
平成23年度～27年度

進行中

１ 福岡市の食育
福岡市食育推進計画

１
周知 実践 実践の輪を広げる



１ 福岡市の食育
第３次福岡市食育推進計画

２

これまでの経緯を踏まえ
■各ライフステージに応じた施策を展開‥よりきめ細かに

■食育に取り組む，一人ひとりの視点で
■シンプルな表現を使って
■より実践的な内容を意識

例えば‥
・内臓脂肪症候群をはじめとした生活習慣病予防の推進 → 適正体重を知り，肥満ややせに気をつける
・低栄養にならない食事 → ３食欠かさずに食べる
・望ましい食習慣の育成 → 好きな食べ物を増やす
・家族や仲間との楽しい雰囲気での食事の実践 → 積極的に家族や仲間との食事を楽しむ



１ 福岡市の食育
第３次福岡市食育推進計画

家庭，地域，学校，職場などとの連携のもと，子どもから高齢者までのすべての市民が食
に関する適切な判断力を養い，心身の健康増進を図るとともに，福岡の豊かな農林水産物
の活用を通し，食の大切さへの理解を深めることにより豊かな人間性を育むことを目指します

基本理念

（Ⅰ）食を通じた健康づくりをすすめましょう
（Ⅱ）ふくおかでとれる食材を日々の食事に活かしましょう
（Ⅲ）食を楽しみ，ふくおかの食文化を伝えましょう

基本方針

（Ⅰ）ライフステージに応じた食育の推進
（Ⅱ）一人ひとりの実践と，関係団体のネットワークの充実

重点課題

３



計画の推進体制
家庭

地域

保育所(園)
幼稚園

学校
(小･中･高)

大学
専門学校

職場

関係団体

行政

市民の皆さま

■福岡市食育推進会議
■各区食育推進ネットワーク会議

１ 福岡市の食育
第３次福岡市食育推進計画

４



具体的な目標
食育を市民運動として推進するため，共通の目標を掲げ取り組んでいます

第３次福岡市食育推進計画の目指す姿
食育に関心を持っている
充実した朝食を毎日食べている
バランスのよい食事をとっている
生活習慣病の予防や改善のために，食生活に気をつけ，実践している
食塩の取り過ぎに気をつけ，実践している
よく噛んで食べている
食の安全に関する正しい知識を持ち，実践している
福岡産のものを積極的に利用している
農林漁業体験をしたことがある
環境に配慮した食生活を送っている
行事食や郷土料理を取り入れ，次世代に伝えている

１ 福岡市の食育
第３次福岡市食育推進計画

５



食育取組事例集
食育推進の各実施主体同士が，様々な事例を共有し合うことで，新たな取組みの

検討や実施，相互の連携の推進を図るツールとして活用いただくことを目的に作成

保育園，大学，養護老人ホーム，百貨店，関係団体などの取り組み50事例を掲載

１ 福岡市の食育
第３次福岡市食育推進計画

６
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朝食を欠食する市民の割合（20～30歳代）

【参考】
「朝食を食べる」の定義
エネルギー源となる食べ物、飲み物

を飲食した場合。
（砂糖・ミルクを加えないお茶類、水
及び錠剤・カプセル・顆粒状のビタミン
・ミネラルしかとらない場合は、「朝食
を食べた」とは言わない。）

・ 年度ごとに数値の改善と悪化を繰り返しており評価は困難も，直近値については計画
作成時より悪化している。

１ 福岡市の食育
食の現状

７

目標値
18％以下

（※１）市民の食育に関するアンケート （※２）市政アンケート



主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上
①ほぼ毎日食べている市民の割合 ②ほぼ毎日食べている20～30歳代の割合
③食べるのが週に3日以下の70歳以上の割合

・ ①全体については，ほぼ横ばいも改善傾向
・ ②20～30代については，年度ごとに数値の改善・悪化を繰り返しており現状での評価は困難
・ ③70歳以上については計画策定時より大幅な改善傾向

１ 福岡市の食育
食の現状

８
（※１）市民の食育に関するアンケート （※２）市政アンケート
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今より野菜を食べるために必要な取組みやきっかけは？（３つまで選ぶ）

項 目 割 合
1位 買いやすくなる（価格が安くなる，小分け商品・少量

パックなど）
68.8％

2位 食べ方や調理の工夫，レシピを伝える 55.6％
3位 子どもの頃からの教育や体験を充実させる 48.2％

・野菜を食べることの大切さを啓発する
・地元野菜の積極的な活用やPRを行う
・飲食店やスーパーなどで野菜を使ったメニュー（惣菜）が増える
・野菜に関する食のイベントを行う
・農業や収穫体験を行う

30.6％
27.6％
23.3％
11.6％
11.4％

H29市政アンケート結果

「買いやすくなる」については，特に若い世代で多い。
（20歳代：77.5％，70歳以上：51.0%）

１ 福岡市の食育
食の現状

９



生活習慣病の予防のために，ふだんから食生活に気をつけ，
実践している市民の割合

【参考】
以下の生活習慣病予防のための取組のうち
３項目以上実践している者の割合
１．食べすぎないようにしている
２．塩分を取り過ぎないようにしている
３．脂肪分の量と質を調整している
４．甘いものをとりすぎないようにしている
５．野菜をたくさん食べるようにしている

・ いずれも改善。
・ 実践している項目としては「食べすぎない」「野菜をたくさん食べる」ようにしているが多い。
・ 30～40代と50代以上では10ポイント以上の差がある。

１ 福岡市の食育
食の現状

１０
（※１）市民の食育に関するアンケート （※２）市政アンケート
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食塩を取りすぎないように気をつけ，実践している市民の割合

・ 改善している。
・ 世代別では，20代の実践は50％以下で，60代以上は80％以上。

【参考】年代別「減塩」に関する
取組みの実践割合

（H29市政アンケート結果）

２９ｎ

２０代 48.4%
３０代 67.6%
４０代 66.9%
５０代 78.5%
６０代 80.4%

７０代以上 87.8%

１ 福岡市の食育
食の現状

１１
（※１）市民の食育に関するアンケート （※２）市政アンケート
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29ｎ
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（※2）

R2ｎ
3次計画

目標値
70％以上



よく噛んで食べる市民の割合

・ 改善している。
・ 世代別では，30代，40代でよく噛んで食べる割合が低い。

【参考】
年代別よく噛んで食べている割合

（H29市政アンケート結果）

２９ｎ

２０代 56.2%
３０代 40.8%
４０代 45.0%
５０代 55.5%
６０代 54.3%

７０代以上 61.2%

１ 福岡市の食育
食の現状

１２
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目標値
54％以上



ふだんの食事に行事食や郷土料理を取り入れている市民の割合

・ 60代以上は約8割が「取り入れている」「どちらかといえば取り入れている」と回答。
・ 「博多雑煮」を食べたことがないと回答したのは全体の25%。
・ 10年以上住んでいて「博多雑煮」を食べたことがないのは19%。

食べたこともある
し，作り方もわ
かる

食べたことはある
が，作り方はわ
からない

食べたことがな
い

博多雑煮 42.2% 32.5% 24.9%

がめ煮 65.8% 28.4% 5.6%
あちゃら
づけ 6.0% 13.8% 78.9%

【参考】あなたは次の福岡の郷土料理を食べたこ
とがありますか。また，その作り方もわかりますか。

（Ｈ28年度市政アンケート結果）

１ 福岡市の食育
食の現状

１３
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（※１）市民の食育に関するアンケート （※２）市政アンケート

目標値
62％以上



77.9%

81.3%

87.10%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

27n
3次計画

（※1）

28n
3次計画

（※2）

30n
3次計画

（※2）

R2n
3次計画

食育に関心を持っている市民の割合

改善。概ね順調に推移している。

【参考】
「食育」という言葉も意味も
知らなかった割合 9.6％
男性：15.1％
女性：5.1％

（H30市政アンケート結果）

１ 福岡市の食育
食の現状

１４
（※１）市民の食育に関するアンケート （※２）市政アンケート

目標値
90％以上



１ 福岡市の食育
今後の課題

１５

■各個人が，食育をはじめとする健康づくりを
実践しようとする意識を高めるための環境づくり

■社会全体で個人の主体的な取り組みを
支援していくための環境づくり

食育及び健康づくりに対する意識の高まりは認められるものの，
行動に結びついていない



食育の事例

１ 福岡市の食育
課題を踏まえた取り組み

１６

■若者から若者へ食のメッセージ
公衆栄養学実習のために各区保健福祉センターに来る管

理栄養士養成校の学生（約100名）が考えた，同世代へ
送る食のメッセージ（啓発資料）を，啓発媒体として作成し
市内の大学，高校等に配布。

■大学・短大生へのSNSを活用した情報発信
市内大学等の協力を得て，学生に対して，食育・健康づくりに関する

情報を発信。

■食育イベント
各種イベントの機会を捉え，人が集まる会場に

出向き，啓発イベントを開催。（イオン店舗，
TNC会館，市役所１階など）



食育の事例

１ 福岡市の食育
課題を踏まえた取り組み

■ふくおかさん家のうまかもん
ふくおかさん家のうまかもん（＝福岡市内で生産された農林

水産物及びその加工食品等）を販売・提供する事業者を認
定し，認定された事業者をHPやPRグッズで紹介し，
ふくおかさん家のうまかもんの生産と利用の拡大を応援。

■食育講演会
「普段食育について学ぶ機会がない方」や「今から食育に

ついて学びたい，実践していきたいと考えている方」などを
主な対象として，食育ビギナー向けの講演会を開催。

■料理教室（講話・実習）
時短レシピ，生活習慣病予防，適量・バランス食，野菜

の摂取量をふやすコツ，郷土料理等，すぐ実践出来る様々
なテーマで料理教室を実施。

１７



食育の事例

１ 福岡市の食育
課題を踏まえた取り組み

■＋１（プラスワン）ベジ
「野菜で健康生活」をコンセプトに，職員・市民の皆さんの健康的な

食生活を応援。この１皿で，日本人に不足しがちな野菜約70gを摂
ることができる野菜料理を市役所15階食堂にて １皿70円で販売。

１８

軽量容器を使用することにより
野菜７０ｇを体感！

■いくちゃん弁当
市役所15階食堂にて，毎月19日の食育の日に100食

限定で販売。カードを添付し，栄養や
健康，旬の食材に関する情報を発信。
野菜使用量は120g以上で設定。

ポイント



１９

２ 福岡１００
健寿社会のモデルをつくる100のアクション
誰もが外出しやすいまちづくり
ベンチプロジェクト
誰もが気軽に外出しやすいまちをめざして，バス停などにベンチを設置する「ベンチプロ

ジェクト」を推進し，誰もが住み慣れた地域で心身ともに健康で自分らしく暮らせる環境
づくりを進めています。

■地域や企業などと一緒にベンチを設置
■市有地だけでなく民有地にもベンチ設置を支援 高齢者などの外出促進



昼寝で健康チャージ
＃PowerNap

２０

２ 福岡１００
健寿社会のモデルをつくる100のアクション

睡眠への意識を「昼寝」から変える健康増進プロジェクト！
心身の疲労の回復と充実した人生につながる「休養」は，こころとからだの健康を保つ

ために重要です。
「昼寝」を「チャージ」として捉え，従業員の方々に休憩時間などの昼寝を推奨していた

だける企業等を募集し，参加企業への「＃PowerNap」オリジナルブランケットの配布や
セミナー・出張相談による睡眠啓発などを通じて，「睡眠」への意識改革を目指します。



在宅療養患者・家族の利便性向上へ
遠隔服薬指導

２１

２ 福岡１００
健寿社会のモデルをつくる100のアクション

交通不便地において，テレビ電話等を活用した服薬指導を可能とする「遠隔服薬指
導」を，オンライン診療と合わせて実施しています。
在宅療養患者とその家族の利便性向上を図るとともに，かかりつけ薬剤師・薬局の機

能を強化し，市民が住み慣れた場所で，安心して暮らすことができる環境づくりを進め
ていきます。



人生100年時代の「食」を考えるプロジェクト「＃がめ煮つくろう」
地元の商店街などに買い物に行き，家族や友人と料理を作り，食事を楽しむ。こ

のような「食」を大切にする生活をすることが，人生100年時代に必要な市民の皆さま
の健康づくりをはじめ，地域の絆づくり，郷土を愛すること，地産地消等に繋がります。
がめ煮を素材として，子どもを通して，家庭や地域に「食」に対する関心を深めていく

取り組みです。

３ 福岡市の食育 今後の取り組み
＃がめ煮つくろう

中学生を対象にがめ煮をつくる家庭科の授業を実施

ヘルスメイトによる料理教室，各区保健福祉センターによる健康・食育教室

小中学生とその家族による「がめ煮コンテスト」を開催

専用webページによる情報発信
２２



市民の皆さまの健康的な食生活の環境整備の取り組みとして，栄養成分表示な
どに取り組む飲食店等を募集し，「健康・食育サポート店」事業を実施してきました。
現在，対象となる飲食店等の登録要件の見直しを行い，より健康的なメニューや

サービスの選択ができるよう，リニューアル作業を進めています。

室内禁煙

健康情報の発信

塩分控えめメニュー

野菜いっぱいメニュー

栄養成分表示

バランスメニュー

朝ごはんメニュー

ごはん少なめサービス

まごころサービス

塩分控えめサービス

郷土料理・行事食シニア元気メニュー

３ 福岡市の食育 今後の取り組み
健康・食育サポート店

２３



３ 福岡市の食育 今後の取り組み
次期計画の作成に向けて

２４

３次計画の最終評価・検証

食・栄養・健康に関する新たな課題・視点
＋

■フレイル予防
■更なる減塩
■食の外部化の進展

■食品ロス
■健康経営
■SDGs などなど‥



福岡市食育推進
キャラクター
「いくちゃん」

２５
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